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Fig B・1

る。若し N"¾ 1であるとすれば 2N秒としてよい。機

械的カウンターはAがカウンターのレバーを押すこと

によつて数をかぞえる。従つて，舵角がその機械的カ

ウンターの上をAが往復する様に取られれば 1つカウ

ントすることになる。この機械的カウンターのカウン

ト数を nとすると:iは 1回当りの操舵時間である。
n 

本計器の写真を Photo1 • 12に示す。実船試験の測定

結果については本文中にて述べたが，本計器で改良す

べき点はマイクロスイッチ及び機械的カウンターのレ

バーの動きとスイッチが閉じたりカウンターの数が進

む時刻との間に誤差が生じるので，これらの代りに精

度の高い固定した電気接点（接触形或は非接触形）を

用いると良い。本試験ではふ，ぁ， 03,．．．．．．を夫々

2. 5°, 5°, 8°, 13°, 20° して行つた。

附録C デジタイザー

1 概 要

デジタイザーは実船実険において計測しようとする

項目を敏速に解析する目的により作成したものであ

る。即ち航行中船舶の運動及びその他を計測する計器

よりの連続的に変動する電気的アナログ鼠を一定時間

間隔でデジタル化し NEAC2203 G 電子計算機又は

FACOM-426 リレー計算機に直接挿入出来る様に記

録を数値化し，穿孔紙テープを作成する装置である。

2. 本装置の主要目

2.1 構成

本装置は次記のものより構成されていて，そのブロ

ック図は FigC • 1に示す。

1 デジタイザー操作卓

1 /／ 電源

1 紙テープ穿孔機

ー ／， 自動巻取機

1 -lOOV較正器

2•2 機能

1 アナログ入力

チャンネル 4チャンネル

入カレベル フルスケール士 lV以上

入カインピーダンス 5kQ/V以上

2 スケール’

バイアス電庄 ー999~000~＋999

フルスケール電圧 土 lV～土lOV

3 サンプル’

サンプ）レ順序 固定

サンプ）レ辿度 0. 375 sec/lData 

0. 500 

0.625 

0. 750 

4 表示

選択された 1チャンネルのデータを表示する e

表示内容

チャンネル番号 (1~4) 1桁

極性 「＋」又は「一」の表示 1桁

データー 10進表示 3桁

5 紙テープ穿孔

連続穿孔 サンプル順序に従つて各データ毎

穿孔

一回穿孔

NEAC-2203G, F ACOM-426 

計算用穿孔テープの作成

穿孔桁数

符号 1桁

数値 3桁 (10進法）

6 A-D変換
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A-D変換は比較形のもの

入カインピーダス 2KQ 

入力電圧 0～土lOV

出カコード 2進化→10進 3桁

変換速度 リ300秒以下

7 所用電源

電圧 A ClOOV土 10形

周波数 48~62 c/s 

3. 本装置の動作

計測するアナログ入力 CH1~4に接続し，スケー

ルを決定する。これはバイアス及びゲイン設定で，計

測する状態に応じて設定用マルチダイヤル，切替スイ

ッチバイアス電庄切替スナフ゜スイッチ等によりフルス

ケールを土lOVになる様に適宜増幅する。 （本装置の

A-D変換器は入力電庄フルスケー）レ土lOVにてデジ

タル出力999となる。次にスケールキャリブレイション

を入れて，これで全チャンネルのスケールが設定され

た事になる。測定開始から完了までにはあらかじめ操

作卓上で穿孔が連続か 1回かを決め，スキャンセレク

トにて：：： CHl：：：だけか：：： CHl, CH2：：：：等かに決

める。そこでパンチコードを NEACか FACOMかに

使用する計卵機名の方に投入する。最後に表示ランフ゜

でどのチャンネルを見るかを決めてそのチャンネルに

ピンを差し込む。これで準備が完了した事になる。上

記のスキャンスビードは水晶発信機 (16•38KC) を

有し発振出力を増幅後シュミットトリガー回路にて矩

形パJレスを作つているのでサンプルスピードは実に精

確である。そこで穿孔聞始を押せば連続又は一回穿孔

された紙テープが作成されることになる。なお連線記

録を併用したい場合には操作卓背後にある出力端子よ

り電磁オシロ又はペンオシロに入れればよい。しかし

一般にはハイインピーダンスをデジタイザーにロウイ

ンピーダンスをオシロに投入する。なお計測中におい

ても任意のチャンネルの変化をピンジャック一本の差

し換えにて表示ランプに数値を表示させられる。

サンプル順序は

穿孔順序 サンプル時間間隔秒（同一チャンネル）

イ） CHl 1, 1, 1, 1, 1, 1, 1, 1,......... 0.375 0. 500 0.625 0. 750・・・ 

ロ） CH 1 ~2 1, 2, 1, 2, 1, 2, 1, 2,......... 0 750 1. 000 1. 250 1. 500・ ・ ・ 

ハ） C H 1 ~ 3 1, 2, 3, 1, 2, 3, 1, 2,......... 1. 125 1. 500 1.875 2. 250・・・・・・

二） CH 1~4 1, 2, 3, 4, 1, 2, 3, 4, ・・・・・・・・・ 1. 500 2. 000 2. 500 3. 000..... 

の 4種類が可能である。従つて現段階では早い現象 の場合はイ）の場合がよく，遅い場合は二）がよい。
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附録D 海象の個人観測値

山隆丸の18次航海における各計測番号ごとの海象状

況は目視にて観測を実施した。観測した種類ば波浪階

級，うねりと風浪との波長，波高，周期と船が波に出

会う角度などである。 FigD • 1より FigD • 10ま

での図面は乗船した三人を主体にして観測値を比較し

たものであり，この平均値を本文中の 2• 1の海象内

Table 1 • 3の数値に使用した。図を見ると波浪階級，

出会角度はほとんど個人差はないが一般に目標物がな

くて，観測しにくいと云われている波長，周期になる

と個人差が見られる。
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附録E 荒天時の天気図

今回の復航において，連続して低気圧が発生して太

平洋を東進し，波長，や風力階級が中程度以上に遭遇

した日付変更線以西の場合についての天気図を FigE 

• Iから FigE・16に示す。この間の低気圧によつ

て発生した波に遭遇したのは TESTNO 211 ~ 220ま

での試験である。この天気図は気象庁がグリニッジ標

準時の0000と1200GMTに発表したものである。図中

における二重丸はその時刻における山隆丸の位置を示

(119) 
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Wave direction observations 

しているが，図中に実験船の位置が示されていないも

のは20~22日までの三日間であるが，この時の船の位

四は次表に示す。この天気図は 1.3の復航時における

試験の経過の参考として有益なものと思われる。

日JAN付時GMT刻 緯 度経 度

0000 
I 

30-50NI 145-50 w 
20 

1200 I 31-20NI 149-40 w 

0000 
I 

31-48NI 153-52 w 
21 

1200 
I 

31-53NI 158-03 w 

0000 
I 

32-ooN¥ 162-56 w 
22 

1200 
I 

32-05NI 167-10 w 
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Fig E • 1 Fig E • 4 

1200 GMT 

FigE•2 FigE•5 

Fig E • 3 Fig E • 6 
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Fig E • 7 Fig E・10

Fig E • 8 Fig E・11

Fig E • 9 Fig E • 12 
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Fig E・14

ー一ー主な記号の表

波長

波の周期

波の出会周期

摩擦修正量

実船の伴流係数

模型船の伴流係数

偏角

回頭角速度

舵角

舵面積

周波数

速度

排水量

平均周期

角速度

操縦性指数

コレログラム
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Fig E・15

Fig E・16

念m(W)，宮:i<:i:(W) スペクトラム

炉 分散
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